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新 
宿 
支 
部

善
行
会
杯
小
学
生

　
　
サ
ッ
カ
ー
大
会

優
勝
決
定
戦

第
十
九
回
善
行
会
杯
優
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
令
和
二
年

十
二
月
十
二
日
と
十
三
日
に

新
宿
区
内
の
グ
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
都
知
事
が
緊
迫
す
る
時
期

だ
と
発
信
し
て
い
る
最
中
に

何
と
か
三
カ
月
間
の
試
合
を

こ
な
し
決
勝
戦
ま
で
行
え
ま

し
た
。
こ
の
日
ま
で
の
対
策

と
し
て
は
大
勢
が
入
口
付
近

に
集
ま
ら
な
い
よ
う
に
試
合

後
の
時
間
を
開
け
た
り
、
選

手
の
両
親
の
見
学
も
一
名
に

し
た
り
、
声
を
出
さ
な
い
応

援
や
三
密
対
策
な
ど
と
運
営

側
の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。

最
終
日
の
式
典
も
小
さ
く

試
合
後
に
一
位
か
ら
四
位

ま
で
表
彰
状
を
新
宿
支
部

長
か
ら
渡
し
て
集
合
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー

ム
は
嬉
し
さ
を
出
し
カ
メ

ラ
に
ジ
ャ
ン
プ
し
て
い
る

姿
が
あ
り
、
ま
た
両
親
に

も
喜
ば
れ
華
や
か
に
な
り

ま
し
た
。
新
宿
区
サ
ッ
カ
ー

連
盟
の
青
少
年
育
成
に
は

敬
意
を
致
し
ま
す
。
春
に
な

る
と
『
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
新

人
戦
・
善
行
会
杯
』（
中
学

生
大
会
）
が
始
ま
る
予
定
で

す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　　
岩
手
県
支
部

社
会
福
祉
へ

使
用
済
み
切
手

平
成
十
三
年
か
ら
事
業
活

動
の
一
環
と
し
て
、
使
用
済

み
切
手
（
目
標
十
万
枚
）
収

集
を
多
方
面
や
事
業
所
・
団

体
等
訪
問
し
協
力
を
呼
び
か

け
て
参
り
ま
し
た
。
多
く
の

賛
同
者
の
も
と
平
成
二
十
一

年
か
ら
十
年
間
の
収
集
活
動

が
結
実
し
、
目
標
十
万
枚
に

辿
り
着
く
事
が
出
来
ま
し

た
。
ご
協
力
下
さ
い
ま
し

た
皆
様
方
の
善
意
に
、
心
か

ら
感
謝
を
し
「
一
〇
一
．
二

一
七
枚
」
を
令
和
二
年
十
月

十
二
日
、
盛
岡
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
贈
い
た
し
ま
し

た
。

　　
鹿
児
島
県
財
部
支
部

鹿
児
島
県
財
部
支
部
の

活
動
状
況
を
振
り
返
っ
て

鹿
児
島
県
財
部
支
部
は
、

平
成
二
十
年
七
月
二
十
日

全
国
で
六
十
七
番
目
の
善

行
会
支
部
と
し
て
設
立
し

ま
し
た
。
財
部
は
、
鹿
児
島

県
と
宮
崎
県
の
県
境
・
霧
島

連
山
の
麓
に
位
置
し
て
い

ま
す
。

活
動
計
画
書
・
予
算
書
等

を
作
成
し
、
少
な
い
会
員
な

が
ら
も
善
行
精
神
の
普
及

と
善
行
実
践
を
推
進
す
る

事
と
し
ま
し
た
。

設
立
し
て
ま
も
な
く
、
当

地
域
は
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」「
皎こ

う

跡て
い

疫え
き

」「
落
雷
を

伴
う
大
雨
」「
三
〇
〇
年
ぶ

　
一
般
社
団
法
人 

日
本

善
行
会
で
は
、
善
行
の

表
彰
並
び
に
善
行
精
神

の
普
及
と
実
践
を
通
じ

明
る
く
住
み
よ
い
社
会

環
境
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
活
動
を
ご

支
援
い
た
だ
く
た
め
に
、

広
く
会
員
を
お
さ
そ
い

下
さ
い
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
五
千
円

　
法
人
　
年
額
　
一
万
円

②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
一
万
円

　
法
人
　
年
額
　
三
万
円

③
賛
助
会
員

　
個
人
　
年
額
　
千
円
以
上

※
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　
購
読
料
五
百
円
含
む

入
会
の
お
さ
そ
い

新
会
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
網
走
支
部
）
馬
渕
一
、
渡

辺
富
男
、
安
達
昭
雄
、
増
子

雪
子
（
遠
紋
地
区
支
部
）
笠

井
和
弘
、
川
谷
昭
男
、
小
玉

勝
信
、
千
葉
七
雄
、
成
田
弘

明
、
橋
本
政
司
（
岩
手
県
支

部
）
藤
原
重
三
（
岩
手
県
南

支
部
）
須
藤
信
子
（
岩
手
県

宮
古
支
部
）
加
村
牧
子
、
盛

合
和
弘
（
宮
城
県
支
部
）
小

畑
隆
志
、
木
村
和
裕
、
小
山

み
よ
子
、
櫻
田
栄
松
、
佐
藤

長
兵
衛
、
佐
藤
泰
彦
、
管
澤

信
一
、
森
義
道
、
横
山
弥

生
（
宇
都
宮
支
部
）
大
関
寛

秦
、
篠
崎
和
巳
、
髙
村
壽
子

（
群
馬
県
北
毛
支
部
）
中
村

淳
、
澁
川
好
伸
、
大
澤
千
佳

子
、
南
部
三
賀
子
、
青
木
真

佐
彦
、
真
庭
正
二
、
藤
巻
朝

男
、
五
谷
重
顕
、
割
田
信
一
、

平
形
郁
雄
、
津
久
井
義
男
、

入
内
島
一
崇
、
諸
田
弘
、
星

野
公
平
、
佐
藤
誠
一
、
伊
藤

一
枝
（
千
葉
県
支
部
）
落
合

貞
夫
、
小
坂
昌
彦
、
佐
々
木

喜
代
枝
、
椎
名
康
子
、
服
部

初
恵
（
北
区
支
部
）
清
水
良

子
、
山
田
加
奈
子
（
西
東
京

支
部
）
渋
谷
の
ぶ
ゆ
き
（
山

梨
県
甲
府
支
部
）
河
野
敏

久
、
五
味
秀
男
（
福
井
県
支

部
）
戸
川
隆
（
福
井
県
奥
越

支
部
）
吉
田
武
博
、
立
壁
眞

弓
（
愛
知
県
支
部
）
阿
部
眞

有
美
、
近
藤
ひ
と
み
、
古
箭

政
枝
、
伊
與
田
廣
隆
、
成
瀬

眞
佐
子
（
京
都
府
支
部
）
金

澤
公
明
、
荒
樋
良
雄
、
村
岡

千
鶴
、
赤
瀬
由
貴
、
杉
本
繁

（
香
川
県
支
部
）
星
川
叔
子
、

金
泥
千
代
、
増
尾
明
善
（
福

岡
県
福
岡
支
部
）
井
上
純

子
、
武
田
隆
（
福
岡
県
筑
後

支
部
）
池
田
和
代
（
福
岡
県

北
九
州
支
部
）
縣
善
彦
（
長

崎
県
佐
世
保
支
部
）
濵
口
大

郎
（
熊
本
県
宇
土
支
部
）
伊

佐
晶
子
、
栗
原
律
子
、
中
川

愼
一
、
中
島
春
次
、
山
崎
安

徳
（
沖
縄
県
支
部
）
當
山
幸

宏
、
渡
慶
次
葉
末
子 

（
令
和
２
年
９
月
～
令
和
３

年
１
月
末
日
迄
入
会
者
）

　
三
重
県
御
浜
町

　
　
　
　
　
大
家
　
正
伸

い
つ
も
い
ろ
い
ろ
と
お
世

話
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
、

大
変
な
毎
日
か
と
存
じ
ま

す
。御

身
呉
々
も
お
体
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。

手
作
り
の
み
か
ん
を
被
災

地
や
障
が
い
者
施
設
、
不
登

校
の
子
供
た
ち
の
学
校
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
子
供
食
堂
等
に
、

「
夢
」
み
か
ん
と
し
て
送
る 

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
声

り
の
新
燃
岳
の
大
噴
火
」
と

連
続
し
た
災
害
に
見
舞
わ

れ
、
大
変
不
安
な
想
い
を
し

て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
善

行
会
の
多
数
の
支
部
か
ら
、

義
援
金
や
温
か
い
励
ま
し

の
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
し
て
、
平
成
二
十
三
年

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た

「
東
日
本
大
震
災
」
は
、
福

島
原
子
力
発
電
所
の
爆
発

や
大
津
波
に
よ
り
未
曾
有

の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
も
、
善
行
会
精
神
や

阪
神
大
震
災
で
培
っ
た
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」
が
発
揮

さ
れ
、
改
め
て
人
と
人
と
の

絆
・
相
互
扶
助
の
大
切
さ
を

知
り
感
動
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
十
月

三
十
一
日
か
ら
十
一
月
一
日

財
部
支
部
が
主
体
と
な
っ

て
、
都
城
支
部
と
合
同
で
第

八
回
「
九
州
支
部
協
議
会
」

を
鹿
児
島
県
霧
島
市
の
霧

島
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。
日
本
善
行
会

本
部
副
会
長
初
め
、
多
数
の

来
賓
を
迎
え
て
の
協
議
会

は
、
九
州
各
支
部
の
活
動
状

況
の
報
告
等
お
互
い
の
勉

強
の
場
と
な
り
、
ま
た
有
意

義
な
交
流
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

平
成
三
十
年
七
月
二
十
二

日
財
部
支
部
創
立
十
周
年

記
念
行
事
と
し
て
、
都
城
支

部
と
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
交
流
大
会
を
実
施
、
懇
親

会
も
、
隠
さ
れ
た
会
員
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披
露
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
秋
善
行
表

彰
に
お
い
て
、
当
支
部
の
会

員
三
名
が
善
行
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

こ
の
名
誉
あ
る
受
賞
を
機

に
、
会
員
で
あ
る
徳
丸
真
子

さ
ん
が
「
ま
る
こ
子
ど
も
食

堂
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
若

い
会
員
の
増
も
あ
り
善
行

会
財
部
支
部
も
全
面
的
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
お
手
伝
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
昨
年

発
症
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
、
収
束
せ
ず
益
々

感
染
者
拡
大
し
て
お
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
は
、

三
密
を
避
け
る
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
人
と
人
の
交

流
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
も
制
限
さ
れ
ま
す
が
、
善

行
精
神
を
忘
れ
ず
、
財
部
支

部
会
員
は
善
行
推
進
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。財部支部

森園　三男

九州地区の出席支部長

１
面
か
ら
の
つ
づ
き


